
 

 

平成 20 年７月 24 日 

 

 

   長岡市教育委員会（定例会）会議録 

 

 

長岡市教育委員会 





１ 日  時 平成 20 年７月 24 日（木曜日） 

午後４時から午後４時 30 分まで 

 

２ 場  所 長岡市教育委員会会議室 

 

３ 出席委員  

  委員長 大橋 岑生  委 員 内藤 博子  委 員 羽賀 友信 

  委 員 中村 美和  教育長 加藤 孝博 

 

４ 職務のため出席した者 

  教育部長      野口 正巳   教育総務課長    押見 康雄 

  学務課長      那須  清   学校教育課長    腮尾  理 

子ども家庭課長    矢沢 康子   保育課長      若月 和浩 

中央公民館長    鈴木 正行   中央図書館長    小野田 信子 

科学博物館長    山屋 茂人   教育センター所長  山岸 文夫 

学校教育課主幹兼管理主事  星野 和人   学校教育課主幹兼管理主事   島倉 昭宏 

 

５ 事務のため出席した者 

  教育総務課庶務係長 原 孝之   教育総務課庶務係  永井 圭子 

 



６ 議事日程 

日程 議案番号 案       件 

  

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

 

第 36 号 

 

第 37 号 

 

 

会議録署名委員について 

 

 平成２１年度使用教科用図書の採択について 

 

長岡市教育委員会事務決裁規程の一部改正について 

 

 

７ 会議の経過 

（大橋委員長） これより教育委員会７月定例会を開会する。  

 

◇ 日程第 1 会議録署名委員について 

（大橋委員長） 日程第１ 会議録署名委員の指名を行う。会議録署名委員について

は、会議規則第 44 条第２項の規定により、内藤委員及び加藤委員を指名する。 

 

◇ 日程第２ 議案第 36 号 平成 21 年度使用教科用図書の採択について 

（大橋委員長） 日程第２ 議案第 36 号 平成 21 年度使用教科用図書の採択について 

を議題とする。事務局の説明を求める。 

（腮尾学校教育課長） 平成 21 年度に使用する教科用図書については、小学校にあっ

ては別紙１のとおり採択し、中学校にあっては、別紙２のとおり平成 17 年度に採択し

たものと同一の図書を引き続き採択する。 

 ただし、学校教育法附則第９条の規定により、特別支援学級及び特別支援学校で使

用する教科用図書については、特別支援学級設置校及び特別支援学校の校長の願によ

り別紙３のとおり採択する。 教科用図書採択業務については、義務教育諸学校の教

科用図書の無償措置に関する法律及び施行令により、同一の教科用図書を使用する期

間は 4 年となっている。小学校は前回の採択が平成 16 年度のため、今年度が採択の年

度となっている。４月 28 日に長岡地区教科用図書採択協議会を開催し、採択方針を決

定後、５月に選定委員会、調査委員会を開催し、７月９日選定委員会からの答申によ

り採択協議会で別紙１のとおり決定したものである。中学校については、来年度が採



択替えの年度のため、今年度は別紙２のとおり 17 年度に採択したものと同一の図書を

使用する。特別支援学級及び特別支援学校で使用する教科用図書については、毎年採

択替えできるものであるが、特別支援学級設置校及び特別支援学校の校長の願により

別紙３のとおり採択する。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

（大橋委員長） ないようなので、これより採決に移る。本件は原案のとおり決定す

ることに異議ないか。 

  ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

（大橋委員長） 異議なしと認める。よって本件は原案のとおり決定した。 

 

◇ 日程第３ 議案第 37 号 長岡市教育委員会事務決裁規程の一部改正について 

（大橋委員長） 日程第３ 議案第 37 号 長岡市教育委員会事務決裁規程の一部改

正について を議題とする。事務局の説明を求める。 

（押見教育総務課長） 長岡市教育委員会教育長事務委任規程第２条により校長へ委

任された特例事務、具体的には県費負担教職員の諸手当の認定事務について、事務主

幹へ専決権限を付与するものである。なお、事務主幹の配置は本年４月から、学校事

務の共同実施に伴い配置され、この専決権限については、事務主幹が全校に配置され

た時点で付与する方針であったが、県教委からも早期に付与するよう要請もあり、今

回規程を改正し、４月に遡及し適用するものである。また、事務主幹が配置されてい

る学校は現在、阪之上小学校、南中学校、中之島中学校の３校である。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

（大橋委員長） ないようなので、これより採決に移る。本件は原案のとおり決定す

ることに異議ないか。 

  ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

（大橋委員長） 異議なしと認める。よって本件は原案のとおり決定した。 

 

（大橋委員長） 以上をもって、本日の日程は終了する。続いて、協議報告事項に移

る。まず、教育委員会関係工事入札状況について 事務局から説明を求める。 

（押見教育総務課長） 富曽亀小学校校舎増築工事について、平成 20 年６月 27 日に

吉原組・越路建設富曽亀小学校校舎増築特定共同企業体と２億６,８５９万円で契約



をしたものである。また、本体工事に付随して、電気設備工事一式を株式会社居藤電

気と２，５８２万５５０円で契約し、機械設備工事一式を株式会社北澤工業と４，７

３３万８５０円で契約したものである。 

（矢沢子ども家庭課長） 約２ヘクタールの千秋が原南公園（仮称）の整備について

は土木費で平成１９年度から始まっているが、今回、公園内の子育ての駅の建物の契

約が終了した。子育ての駅は丸、三角、四角の形の建物で構成され、丸の建物には授

乳コーナー、絵本コーナー等を設置する予定である。また、三角形の建物は交流サロ

ンとして、子ども、親同士が交流でき、四角の建物は運動広場、遊び場となる予定で

ある。その他に一時保育、事務室スペースを予定している。子育ての駅の建築工事に

関しては、平成 20年６月 27 日に長鐡・池田千秋が原南公園施設建築特定共同企業体

と３億１３５万円で契約したものである。また、本体工事に付随して、電気設備工事

一式を越後交通工業株式会社と２，９００万６，２５０円で契約し、機械設備工事一

式を株式会社ナンバと５，９４８万７，７５０円で契約したものである。公園全体の

整備費として６億６,２００万円のうち、２分の１の３億３，１００万円は国の公園

整備事業補助金の対象となる予定である。なお、建築工事は建築住宅課が担当してい

るものである。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

（大橋委員長） ないようであれば、次に 平成 20 年度版「子育てガイド」の発行

について及び「アルピニスト野口 健氏講演会」の開催について 事務局の説明を求

める。 

（矢沢子ども家庭課長） 毎年度、情報誌として発行している「子育てガイド」の平

成 20 年度版を発行した。今回の表紙のイラストは「おやこスマイルガイド」の表紙

も手がけた、ちびっ子広場の保育士が描いたものであり、とてもかわいらしく、長岡

らしい仕上がりになっている。内容で変更になった点は子どもの急病、事故の際に、

家庭でできる応急手当を追加した。このガイドは転入者等に有効活用されている。 

次に、青少年健全育成のつどいの一環として、長岡地区保護司会と共催で９月４日

（木曜日）に市立劇場でアルピニスト野口健氏の講演会を開催する。８月１日（金曜

日）から入場整理券を配布するのでぜひ参加していただきたい。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 



（大橋委員長） ないようであれば、次に 第 38 回教育講演会の開催について 事

務局の説明を求める。 

（山岸教育センター長） 今年度は服部栄養専門学校校長 服部幸鷹氏を講師に招き、

「食育による人材育成」をテーマに８月４日（月曜日）市立劇場で教育講演会を開催

する。食育はこれからの学校教育において大変重要であるため、服部氏を講師に選定

した。現在は 800 人を越える教職員から申込みがある状況である。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

（大橋委員長） 他に協議報告事項はないか。 

（大橋委員長） これをもって協議報告事項を終了する。 

 

（大橋委員長） 本日は、これをもって閉会とする。 





 

 会議の次第を記載し、その相違ないことを証するために署名する。 
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